奈 良 地区
	８） 北部ブロック


Ⅰ「青少年の育成」に関する取り組みの状況

　　１，「北部ブロック青少年交流会の推進」

　　　　第１回　０４年５月２２日～２３日　　２２日１７名、２３日３４名参加

　　　　第２回　０４年１１月１３日～１４日　１３日１２名、１４日３２名参加

　　　　第３回　０５年２月１９日～２０日　　１９日２３名、２０日４０名参加

　　　 今年も３回実施したが、登美ヶ丘教会が中心になりサレジオ会の支援を受けて実施した。回を重ねることに
よって徐々に交流は深まっているが、ブロック内全小教区の参加には至っていない。ブロック行事であると
いう理解を深めること、小教区等の行事日程との調整を早い時期から進めること、企画・実施を各小教区の
リーダーを中心に進めることが大切である。

　　２，「教会学校リーダー研修会への参加」

　　　　参加状況は、「中間報告」（２００４年１０月１７日第３０回ブロック会議で協議、１０月末日教区本部事務局に
提出。以下同じ）の通りであるが、参加者の体験報告によれば、２００４年度研修は具体的な指導法やアイ
ディアよりも、「日常からミサを生きる」をテーマに、ミサで子どもたちに伝えたい基本をしっかり押さえることが
大切であること、また、子どもの信仰教育は「全信徒で育む心や形が大切」と指摘された。

　　３，「合同サマーキャンプを実施する」

　　　　実施状況・評価ともに「中間報告」の通りであるが、今後さらに内容の充実と広がりを進めるために土曜・
日曜・祝日など、子ども・保護者・リーダー・サポーターが参加しやすい条件（日と場所）を整える努力が必要
であることを確認した。
Ⅱ「信徒の信仰養成」の短期計画『奈良地区聖書講座への参加の促進』について

　　「中間報告」で報告した参加者数が、年度を締めてみて奈良地区合計で１１６名となった。内訳では、奈良教会

６７、富雄教会　１７、登美ヶ丘１２，大和郡山１０、南ブロック他　１０となっている。この１１６名の他に６０名の当日
参加者があった。

参加者が固定化しているので、今後広がりをどう作っていくかが課題であり、聖書講座実行委員の構成・講座
開催会場の移動なども含めてさらに検討を進めることになった。

その他、「青少年の信仰教育」の評価の過程でも指摘された、信徒リーダーの養成をどう進めるか、従来の
「キリスト教入門講座スタッフ」のフォローアップコースや、「共同宣教司牧」の内容理解を深める勉強会を望む
声も出ていることから、今後具体化の可能性を模索する必要がある。

Ⅲ「滞日外国人との連帯」の短期計画『滞日外国人との交流の具体化』について

　　「中間報告」の内容からその後大きな進展はなかった。カトリック奈良地区協議会が進めている「奈良ファミリ

デー」実行委員会の検討の中に「交流の具体化」の内容も検討され、さらに、２００７年の「京都教区国際ファミ
リーデーin奈良」への準備プロセスが交流を深める牽引力となって、日常の教会活動での交流を深めて行く
努力が必要である。奈良教会では信徒が指導者となって、滞日外国人の子どもたちの日曜学校が始まって
おり、その保護者との交流を通して相互理解が深まって行くものと思われる。富雄教会では、子どもの交流・
親の典礼奉仕なども行われつつあると報告されており、さらに充実していくことが期待される。

